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✓日本の大学を取り巻く環境：急速な少子化

✓大学入学者選抜の現状

✓大学入試の方向性：キーワードは「少子化」と「多様性」

✓多面的・総合的評価の特徴：志願者にも大学にもメリットのある選
考方法

✓多面的・総合的評価の課題：課題の解決はあまり進んでいない

✓多面的・総合的評価とCBT：検討の経緯、現状、課題、可能性

✓まとめ

アウトライン
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日本の大学を取り巻く環境
～急速な少子化～
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入学者の下り坂 “Enrollment Downhill”
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2022年の出生数

７７万人
(２０２３年：７６万人）

↓
2040年の１８歳人口

７７万人

※推計より実際は、更に減少。

１１２万人
ー３５万人

８２
万人

救いは当面変化がなだらか
→対策が可能

＊高等教育の在り方に関する特別部会 第1回  令和5年11月29日 参考資料１ 参考データ集 より



何が起きる？
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短大・大学入学者
６４万人（現在）

                ↓
４９万人（2040）

or

     進学率８３％？

＊高等教育の在り方に関する特別部会第1回  参考資料１ 参考データ集



何が起きる？
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2033年までに40万人
（教育未来創造会議）

＊高等教育の在り方に関する特別部会第1回  参考資料１ 参考データ集



何が起きる？
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現在の大学入学定員（約６４万）＞＞２０４０年の志願者

大学の再編・統合・閉校 大学全入時代

選抜から相互選択へ国力低下

ー１５万



大学入学者選抜の現状
令和５年度文部科学省委託調査

「大学入学者の実態の把握及び分析等に関する調査研究 調査報告書」

リベリタス・コンサルティング

参照
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✔一般選抜区分は半分以下（特別選抜を除く）

✔一般選抜減少、総合・学校推薦増加

✔入学者数：一般選抜＜総合・学校推薦（私立６割）

✔国立大学の第３期AP=３割
（東北→全てをAO、筑波→２次で学力試験廃止、小論文＋面接）

大学入学者選抜の現状

9



一般選抜区分は半分以下（特別選抜を除く）
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一般選抜減少、総合・学校推薦増加

11



入学者数：一般選抜＜総合・学校推薦
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東北大学：将来全て総合
型選抜に

筑波大学：将来２次試験
は面接と小論文で



大学入試の方向性
～キーワードは「少子化」と「多様性」～
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キーワード：「少子化」＋「多様性」

少子化の進行に伴い、特に私立大学においては、大学経営の
観点から学生の早期確保のために、いわゆる「年内入試（総
合型・学校推薦型）」の加速が予想される。
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加えて、イノベーションの前提となる学生集団の多様性確保の
観点からも、学力のみによる「一元的」尺度では見落されてきた
学生の発掘が可能な総合型・学校推薦型による入学者選考が増加
するであろう。

ちなみに、東京大学の２０２２年度の東大合格者数トップ５に男子校が４校、トップ１０には６校、トップ
２０では１０校、全合格者の２５．４％を占めている。
東大生の平均的なプロファイルは大都市圏、父親は管理職・専門職で高収入、母親は専業主婦という近代的
なホワイトカラーの家庭出身の「男子」↔女性は２割
（矢口祐人『なぜ東大は男だらけなのか』集英社新書2024より）



２０２１年度入試からの個別入試
（全ての選抜方式で多面的・総合的評価を）
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総合型選抜 ①大学が実施する学力評価（小論文、プレゼン、
口頭試問、実技、学力試験、資格・検定試験な
ど）または「大学入学共通テスト」の活用
②志願者提出書類（志望理由書、活動報告書な
ど）

学校推薦型選抜 ①大学が実施する学力評価（小論文、プレゼン、
口頭試問、実技、学力試験、資格・検定試験な
ど）または「大学入学共通テスト」の活用
②調査書、推薦書に「学力の３要素」の評価を記
載

一般選抜 ①志願者提出書類（志望理由書、活動報告書な
ど）や調査書の活用
②大学共通テストの活用
③個別学力試験では高度な記述式問題を出題
④英語４技能の評価

多
面
的
・
総
合
的
評
価

現
実
は
試
験
の

点
数
の
み
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http://2.bp.blogspot.com/-mfUfd3yHAFI/VbwefKsftYI
/AAAAAAAABr8/SWFDqnOa10A/s1600/failure%2Bof%
2Belephants%2Bmonkey%2Bin%2Ba%2Btest.jpg

一般選抜の限界

日本の大学入試



「大学入試のあり方に関する検討会議」提言
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大学が「獲りたい学生」の確保が可能



多面的・総合的評価の特徴
～志願者にも大学にもメリットがある選考方法～
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大学に入学したけれど・・・
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文部科学省「学生の修学状況（中退者・休学者）等に関する調査」（令和３年度末時点）

令和３年度の中退者は、57,875人（全学生の1.95％）

ミスマッチ
が原因！
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ABC高等学校

３ポリシー
AP：こんな生徒に来てほしい
CP：こんなことが学べます
DP：こんな能力が身につきます

３ポリシー
AP：こんな生徒に来てほしい
CP：こんなことが学べます
DP：こんな能力が身につきます

X大学

Q大学

・志望理由書
・課題研究成果報告書

等による
多面的・総合的評価

マッチング（相互選択）入試

希望の進路に

「入れる大学・学部」から「入りたい大学・学部」に進学
「獲れる学生」から「獲りたい学生」入試への転換

出前講義
模擬授業

科目等履修生
etc.

出前講義
模擬授業

科目等履修生
etc.



✔受験者を多面的・総合的に評価する選抜ができた

✔学力検査を重視した入試では選抜できない資質を持つ入学者を選
抜することができた

✔受験者の個性や特性等を評価する選抜ができた

✔アドミッション・ポリシーに適った選抜ができた

✔主体性・多様性・協働性を持って学ぶ姿勢や態度を持つ入学者を
選抜できた

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

✔期待通りの入学者数を確保できた

総合型選抜の導入効果
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総合型選抜の導入効果

令和5年度 文部科学省先導的
大学改革推進委託事業
「大学入学者選抜における
総合型選抜の 導入効果に関
する調査研究 報告書」
イノベーション・デザイン＆
テクノロジーズ（株）
令和6年3月
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２０２１年度入試からの個別入試
（全ての選抜方式で多面的・総合的評価を！）
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総合型選抜 ①大学が実施する学力評価（小論文、プレゼン、
口頭試問、実技、学力試験、資格・検定試験な
ど）または「大学入学共通テスト」の活用
②志願者提出書類（志望理由書、活動報告書な
ど）

学校推薦型選抜 ①大学が実施する学力評価（小論文、プレゼン、
口頭試問、実技、学力試験、資格・検定試験な
ど）または「大学入学共通テスト」の活用
②調査書、推薦書に「学力の３要素」の評価を記
載

一般選抜 ①志願者提出書類（志望理由書、活動報告書な
ど）や調査書の活用
②大学共通テストの活用
③個別学力試験では高度な記述式問題を出題
④英語４技能の評価

多
面
的
・
総
合
的
評
価

現
実
は
試
験
の

点
数
の
み



多面的・総合的評価の課題
～課題の解決は余り進んでいない～
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○2021年度報告

✔思考力・判断力・表現力の適正な評価法の設定

✔主体性・多様性・協働性の適正な評価法の設定

✔調査書の活用方法

✔志願者本人記載資料等の活用方法

✔各評価方法の点数配分が難しい

✔入学者選抜に関わる人材が不足している

○2023年報告

✔評価方法の困難さ

✔マンパワー不足

多面的・総合的評価の課題
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多面的・総合的評価の課題

○202４年度報告

✔評価する観点の設定が難しい

✔選抜に関係する業務時間の負担が大きい

✔評価結果の点数化が難しい

✔十分な実施体制を整えるのが難しい

✔選抜の実施に専門的な知識が要求される

✔公平性を確保するための体制や手段の確立が難しい

✔合否判定が難しい

✔受験生や高校に対し合否の判定に関する説明が難しい
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多面的・総合的評価における課題
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リベルタス・コンサルティング「２０２１年度入学者選抜に向けた各大学の検討状況に関する調査研究」p112



28

*京都大学大学院教育学研究科紀要 第69号 2023 P226 

多面的・総合的評価における課題



多面的・総合的評価における課題

令和5年度 文部科学省先導的
大学改革推進委託事業
「大学入学者選抜における
総合型選抜の 導入効果に関
する調査研究 報告書」
イノベーション・デザイン＆
テクノロジーズ（株）
令和6年3月
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文部科学省
「大学入試情報提供サイト」
https://www.mext.go.jp/nyushi

/index.htm#r3koujirei
「大学入学者選抜における好

事例集」

必要な支援
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*京都大学大学院教育学研究科紀要 第69号 2023 P226 



評価のScience & Art

＜見える能力の評価(Science)＞

調査書（評定、評定平均）

大学入学共通テスト得点

個別学力試験得点

英語４技能検定・資格試験成
績

＜見えにくい資質等の評価(Art)＞

志望理由書

活動報告書

推薦書

調査書（所見欄）

面接
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数字を読む 声を聴く

客観的 主観的



多面的・総合的評価（例）
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求める人材像
に示す学習成
果（学力の３
要素）

評価対象とな
る学習成果の
エビデンス

学習成果の評
価方法

評価の重み付
け

基礎学力 大学入学共通
テスト

素点/５段階 ５０％

思考力・判断
力・表現力

小論文 ルーブリック ２０％

主体性 志望理由書 ルーブリック ５％

主体性 活動報告書 ルーブリック ５％

主体性・協働
性

集団面接 ルーブリック １０％

基礎学力 調査書 評定平均値×
１０

１０％

入試のDX化が不可欠 ウェブ評価システム

CBT

CBT

ウェブ面接
アセスメント

最終判定会議

ウェブ評価システム
イラストや利用



多面的・総合的評価とCBT：
検討の経緯、現状、課題、可能性
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「大学入試センターシンポジウム２０２３
CBTの世界へようこそ」より
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小さく産んで
大きく育てる
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まとめ（に代えて）
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・「個別（筆記）試験」必要ですか？（志願先大学で受験するのは
世界的には「ガラパゴス」現象）

・共通テストを一層充実させ、より活用しやすくしませんか
（複数回実施）？

・共通のオンライン出願システムを作りませんか？

・「入学者受入方針」と「入学定員」の存在は矛盾していませんか？

⇨「受入Admission」方針を満たせば合格させるのが基本では・・・・
入学定員があるから、受入方針を満たさなくても入学させなければならない
入学定員があるから、受入方針を満たしても入学させられない 「入学者受入方針」って何？

これから急激に１８歳人口が減りますが・・・ 「入学定員」の意味は？

・もう一度、秋入学を「真剣」に検討しませんか？

そして「総合評価」に

大学入学共通テストが
ウェブ出願に！

CBTの導入で「基礎レベル」は
複数回実施可能に?

大学全入時代には相互選択型入試が可能

私見ですが・・（言い続けていること）



ご質問、ご意見は↓

kawashima.slics@osaka-u.ac.jp 40


